
火
を
使
う 

そ
の
責
任
を 

忘
れ
る
な 

宇
都
宮
市
立
古
里
中
学
校 

一
年 

井
上 

珠
里 

  

火
の
始
末 
み
ん
な
で
確
認 

最
後
ま
で 

宇
都
宮
市
立
古
里
中
学
校 

二
年 

小
堺 

涼
真 

  

 

「
ま
だ
，
大
丈
夫
」 

そ
の
考
え
が 

み
ん
な
の
涙 

 

宇
都
宮
市
立
古
里
中
学
校 

三
年 
市
坪 

和
花 

  

 

私
た
ち
の 

目
指
す
未
来
は 

火
災
ゼ
ロ 

宇
都
宮
市
立
古
里
中
学
校 

三
年 

小
林 

心
音 

  

 

気
を
つ
け
よ
う 

家
族
み
ん
な
で 

タ
コ
足
配
線 

 

宇
都
宮
市
立
清
原
中
学
校 

一
年 

児
玉 

葵 

令和３年度少年消防クラブ防火作品 

《標語の部 入選作品》 



 
火
の
用
心 

そ
の
日
そ
の
場
で 

か
か
さ
ず
に 

宇
都
宮
市
立
清
原
中
学
校 

一
年 

福
士 

善 

   

気
を
抜
く
な 
防
火
の
大
役 

あ
な
た
で
す 

宇
都
宮
市
立
清
原
中
学
校 

二
年 

土
屋 

白
音 

  

ま
あ
い
い
か 

少
し
の
ゆ
る
み
が 
火
事
を
呼
ぶ 

宇
都
宮
市
立
清
原
中
学
校 

三
年 

小
原 
樹
里 

  

毎
日
の 

小
さ
な
油
断
が 

命
取
り 

宇
都
宮
市
立
清
原
中
学
校 

三
年 

福
田 

琉
晴 

  

火
の
用
心 

ス
マ
ホ
や
電
池
も 

火
事
の
も
と 

宇
都
宮
市
立
清
原
中
学
校 

三
年 

樋
山 

穂
花 



火
の
こ
と
は
？ 

電
話
が
鳴
っ
て
も 

忘
れ
ず
に 

 

宇
都
宮
市
立
泉
が
丘
中
学
校 

一
年 

宇
賀
神 

日
菜
多 

 
 

 

消
し
た
か
な 
少
し
迷
っ
た
ら 

確
認
を 

 

宇
都
宮
市
立
泉
が
丘
中
学
校 

二
年 

伊
藤 

花
音 

  

火
の
用
心 

声
か
け
あ
っ
て 
火
災
ゼ
ロ 

宇
都
宮
市
立
泉
が
丘
中
学
校 

三
年 
大
阪 

歩
子 

  

 
 

気
を
つ
け
よ
う 

火
の
扱
い
は 

慎
重
に 

宇
都
宮
市
立
泉
が
丘
中
学
校 

三
年 

菅
野 

遥
暉 

  

 
 

防
げ
る
よ 

防
火
は
あ
な
た
の 

心
が
け 

宇
都
宮
市
立
泉
が
丘
中
学
校 

三
年 

山
村 

陽
菜 


